






主著 Opus Majus （大著作）の第 7 部において、世界の主要な宗教の比較にもとづく独自の宗教観を
語っている。








年に教皇に献呈した著書が、ベーコンの主著とされる Opus Majus である。以下に Opus Majus の構
成を概観しておきたい。
主著 Opus Majus は、キリスト教世界における学問の改革を教皇に訴える著作であり、キリスト
教世界でこれまであまり重視されてこなかった諸々の学問がキリスト教にとっていかに有用で不可
欠なものであるかを説く著作である。Opus Majus は 7 部から成っており、第 1 部は、われわれを誤









































































含んでいる。Opus Majus 第 7 部に示された宗教と哲学の関係について詳細に検討してみたい。
２
Opus Majus の第 2 部から第 7 部までにさまざまな学問の有用性が説かれ、学問ないしは科学を意
味する語として scientia という語が使われているが、ベーコンは scientia という語を今日の英語の



















にあることになる。第 7 部においてベーコンは、この目的について語っており、それは救い (salus)
であるという。また救いを言い換えて、それは来世での幸福 (felicitas alterius vitae)であるともいう6。

















































となる9」。神にあずかること (participatio Dei) とは、霊魂のみならず、肉体においても最高善とし
ての神に近づき、神に同化することだと考えられている10。哲学者たちは神を知り神を愛すること



















































































































































は教え (doctrina) による認識、第三は本性的認識 (cognitio naturalis)と称するものだという。本性的
(naturalis) とは、同じ種に属するものに共通することを意味し、アリストテレスによる霊魂の三区


















































































































































































































1	 Opus Majus を著しておよそ 10 年後の 1277 年頃には、嫌疑がさらに強まり、ベーコンはフラン
シスコ会によって投獄されたようである。Chronica XXIV Generalium Ordinis Minorum によれば、
ベーコンは何らかの疑わしき新奇さ (aliquae novitates suspectae) のゆえに罰せられたとのことで
ある。
2	 ベーコンは、人間の行動が天体によって強く影響されると主張するが、強制されるわけではなく、
自由意志 (arbitrii libertas) が損なわれることはないという点を強調している。Cf. J. H. Bridges, ed. 
The Opus Majus of Roger Bacon, Oxford, Clarendon Press, 1897, vol.1, pp.251-252, vol.2, p.371.
3	 moralis philosophia（道徳哲学）という語は、ときに scientia moralis（道徳学）と言い換えられて
おり、この点からもベーコンが philosophia（哲学）という語を scientia（学問）とほぼ同等の意
味で用いていることがわかる。
4	 Opus Majus, ed. Bridges, vol. 1, p.33, vol. 2, p.386.
5	 Opus Majus, ed. Bridges, vol. 1, pp.44ff.
6	 ベーコンは「この救い (salus) は人間を来世の幸福 (felicitas alterius vitae) へと導くものを受け取
ることにある」といっている。Cf. Opus Majus, ed. Bridges, vol. 2, p.366.
7	 Albumazar（787-886 年）はイスラムの著名な天文学者であり、Albumazar の天文学上の著書
Liber Conjunctionum（合の書）は、Opus Majus において頻繁に引用される文献の一つである。
8	 Opus Majus, ed. Bridges, vol. 2, p.237.
9	 Ibid., p.244.










グロッステストの翻訳によるものであろうと想像される。Cf. R. W. Southern, Robert Grosseteste: 




て）、 De Clementia（寛容について）、 De Providentia（摂理について）、 De Constantia Sapientis （賢
者の恒心について）、Ad Helviam Matrem（母ヘルウィアへ）、 De Remediis Fortuitorum （偶然への
対処法について）、Ad Marciam（マルキアへ） 、De Brevitate Vitae（人生の短さについて） 、Ad 
Polybium（ポリュビウスへ）、 De Vita Beata （幸福な生について）、De Otio （閑暇について）、De 
Tranquillitate Animi（心の平静について）。
14	 Cf. Opus Majus, ed. Bridges, vol. 2, p.323.
15	 Cf. J. H. Bridges, The Life and Work of Roger Bacon, London, Williams & Norgate, 1914, pp.54ff.
16	 Cf. J. S. Brewer, ed. Fr. Rogeri Bacon Opera Quaedam Hactenus Inedita, Opus Tertium, London, 
Longman, 1859, p.59.
17	 Opus Majus, ed. Bridges, vol. 2, p.366.
18	 Ibid., p.367.
19	 Tartari という語は本来タタール人を意味するが、ベーコンが念頭に置いているのは、モンゴル









22	 フランス国王ルイ 9 世に派遣されてカラコルムでモンケハンに謁見したフランシスコ会の修道
士ウィリアム・ルブルックの報告書、ローマ教皇によってモンゴル帝国に派遣された修道士プ
ラノ・カルピニ（ベーコンは修道士 Johannes と呼んでいる）の報告書、および哲学者 Ethicus
の著書 Cosmographia 等がモンゴル人に関してベーコンの情報源となっている。Cf. Opus Majus, 














27	 Ibid., p.403. 注 10 に述べたように、ベーコンは神性にあずかることによって人間が神に同化す
るという観念を哲学者が抱いていたという証拠として、繰り返しボエティウスの『哲学の慰め』
を引用している。
28	 Ibid., p.392.
